
塾長: 

強い眼精疲労を訴えている遠視眼やレーシック手術などで遠視眼になってしまった人は、眼鏡による矯

正の必要性を伝えても、眼鏡を使用することに強く抵抗して、快適な矯正を受け入れてくれないことも

多々あります。こんな人たちに対して何か良い方法はないものでしょうか？ 

ChatGPT: 

まさに臨床の最前線で誰もが直面する、非常に重要なご指摘です。 

特に遠視眼やレーシック後の遠視化眼では、「遠くが見える＝治っている」「眼鏡は退行の象徴」という心

理的背景が強く、理屈よりも感情面の抵抗が非常に大きいのが実情です。 

ここでは、そのような患者さんへの心理的・教育的・生理的アプローチを組み合わせた実践的な方法をご

提案します。 

 

□1. 患者の心理構造を理解することから始める 

遠視眼やレーシック後の患者が眼鏡を拒む最大の理由は、 

「見えているのに、なぜ眼鏡が必要なのか分からない」という“論理的不整合”です。 

彼らにとって眼鏡は「老化」「後退」「手術の失敗」を象徴するものであり、 

単に“視力補助具”ではなく“自己イメージ”に関わるものになっています。 

したがって、最初に説得するのではなく、 

「あなたの目が頑張りすぎているだけです」という共感的な説明から入ると受け入れやすくなります。 

 

□2. 効果的な説明法：「筋肉の疲労モデル」を使う 

遠視眼に対して“調節負担”や“副交感緊張”といった専門用語を使っても、 

患者はなかなか実感できません。 

そこで、「筋肉の疲れ」を例にすると非常に伝わりやすくなります。 

□□□□説明例： 

「遠くを見るのに、目の中の筋肉（毛様体筋）がずっと力を入れ続けています。 

手をずっと握りしめているようなものです。 

だから、見えてはいるけど“ずっと力こぶを作って見ている”状態なんです。 

この疲れを取るための“休ませる眼鏡”なんですよ。」 



この説明により、 

「眼鏡＝助け・リラックス」 

という認知転換が起こります。 

 

□3. 「休息用眼鏡」「リラックスレンズ」として提案する 

「眼鏡をかけてください」ではなく、 

「休ませるために一日 30 分だけ使いましょう」 

という限定的な提案から入るのが効果的です。 

 最初は「寝る前のリラックスタイム」や「読書時」だけ使用。 

 1〜2 週間後に「外すと疲れが出ること」に気づかせる。 

→ これにより患者自身が「この眼鏡をかけているほうが楽」と体感でき、 

自然に使用時間が延びていきます。 

この段階では「治療」ではなく**“リハビリ”や“ケア”**として位置づけるのがポイントです。 

 

□4. 実際の処方テクニック 

状況 処方の考え方 補足 

若年性遠視（潜伏性遠

視） 
+0.50〜+1.50D 程度を漸進的に 

完全矯正ではなく“訓練用”に

軽く 

レーシック後の遠視化 夜間疲労対策用に+0.50〜+1.00D 弱め 
“夜用リラックス眼鏡”として説

明 

強い拒否反応 
ブルーライトカットレンズなど、目的をずらして

導入 
「疲れ目予防の眼鏡」として 

 

□5. 「体感させる」方法の活用 

患者が納得する最大のきっかけは体験です。 

以下のような方法が有効です： 

 検査室で遠視度数を入れて 10 分ほど安静にさせる。 

 → 「あれ？目が軽くなった感じがする」と言わせる。 



 近見視標を見せ、裸眼と矯正後の調節反応を比較。 

 → 文字の揺れ・かすみが減ることを体験させる。 

この「身体が理解する」ステップが、心理的受容を一気に進めます。 

 

□6. コミュニケーションの言葉選び 

避けたい言葉 代わりに使うと良い言葉 

「眼鏡をかけないとダメです」 「この眼鏡は、目を楽にする手伝いをしてくれます」 

「遠視が進んでいます」 「目が少し頑張りすぎています」 

「老眼です」 「調節のスタミナが減ってきています」 

「度が強くなりました」 「ピントの位置を自然なところに戻しています」 

この言葉の転換だけでも、拒否反応が大きく減ります。 

 

□7. 補助的アプローチ 

 涙液・角膜環境の改善（ドライアイケア） 

 → 遠視化の不安定さを軽減し、矯正効果を安定化させる。 

 自律神経のリセット指導（軽いストレッチ、深呼吸、視覚休息） 

 → 「体全体で目を助ける」という印象を与えられる。 

 

□8. 最後に ― 「眼鏡＝治療」の価値を再定義する 

遠視眼にとって眼鏡は、視力補助ではなく「筋肉を休ませる医療的デバイス」です。 

この新しい概念を丁寧に伝えることで、 

拒否から「自己管理の一部」への意識変化が起こります。 

「見えること」ではなく、「楽に見続けられること」。 

それを支えるのが、“治すための眼鏡”です。 

 

 


